
人は暑さを感じたときに、主に汗をかいて熱を体外に放出することで体温を調節
しています。
ところが、高温の環境にいたり、激しい運動・労働による体温の上昇で体外に熱を
放出し切れなくなると身体の中に熱が込められてしまいます。
こうして起こる様々な病態を総称して「熱中症」と呼んでいます。
症状は軽度～重度まであり、しかも幾つかの症状が重なり合って起きます。
病態の度合いから、「熱痙攣(ねつけいれん)」「熱疲労」「熱射病」の3つに分けら
れます。さらに
よく言われる「日射病(にっしゃびょう)」が加えられます。

●日射病
炎天下で長時間、直射日光を受け大量の発汗で脱水症状になり、一時的に
循環血液量が不足して起きます。症状としては、めまい・顔面蒼白・一過性
の失神です。

●熱痙攣
高温下での激しい労働や運動で大量の発汗があり、しかも塩分補給しないで
水分だけを摂っていると起こりやすい。症状は筋肉に痛みを伴った痙攣です。

●熱疲労
高温下での運動時に大量の発汗によって起きます。脱水とともに体内に熱が
籠もるのが原因です。すぐに医師の診断が必要です。症状は強い口の渇き・
倦怠感・強い疲労感・頭痛・めまい・興奮・高体温・昏睡です。

●熱射病
熱疲労が重症化し異常に体温が上昇します。発汗が止まり皮膚は乾燥、体内
で血液が凝固して全身の臓器に障害が起きます。死に至ることもある危険な
状態になります。症状は40℃以上の高体温・発汗停止・頻脈・血圧上昇・
中枢神経障害・多臓器不全・昏睡などです。

熱中症のときは、上手な水分・塩分補給がポイントです！水分だけでなく
塩分も補給することで、症状の改善が期待できます。塩分の補給には、塩分
を含む飴・タブレットや梅干しなどもよいでしょう。熱中症の症状が見られ
る際、意識がはっきりしない場合は大至急医療機関へ！意識がはっきりして
いる場合は、涼しい日陰や屋内で適切な水分・塩分補給を行い、安静にする
ことで多くは改善します。いつもと違うなと感じたり不安があったりすると
きには医療機関を受診しましましょう。


